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E
 ・
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
の
対
話

古
い
神
々
は
死
に
、

他
の
神
々
は
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い

~
実
証
主
義
社
会
学
の
大
成
者
と
し
て
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
像
が
乱
立
し
て
い

~
る
。

そ
の
原
因
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
テ
キ
ス
ト
が
時
系
列
順
に
解
読
さ
れ
な

~
か
っ
た
事
、
個
々
の
著
作
単
位
で
研
究
さ
れ
て
き
た
事
、
教
育
学
分
野
の
著

~

作
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
事
、
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
期
の
ラ
イ
シ
テ
と
い

~

う
特
異
な
文
脈
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
事
、
哲
学
書
と
し
て
読
解
さ
れ
な
か
っ

~
た
事
に
あ
る
。

特
に
前
期
道
徳
論
か
ら
中
期
道
徳
論
に
か
け
て
の
社
会
概
念

~
や
集
合
表
象
論
そ
し
て
社
会
実
在
論
争
、

「道
徳
教
育
論

」
の
モ
ラ
ル
・
リ
ア

~
リ
テ
ィ
論
や
規
律
概
念
、
後
期
の
「宗
教
生
活
の
原
初
形
態

」
に
お
け
る
カ

．．
 

問
題
の
所
在

G
・
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ

(G
e
o
r
g
e
s
G
u
r
v
it
c
h

―
八
九
四
＇

一
九
六
五
）
は
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム

(E
m
il
e
D
u
r
k
h
e
im
.
 ―
八
五
八
＇

一
九
一
七
）
の
道
徳
研
究
の
遍
歴
を
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
よ
う
に
イ
ン

ド
ヘ
の
航
路
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し
た
」
と
比
喩
で
語
っ
て

い
る
(
G
u
r
v
i
t
c
h
.
1
9
3
8
:
2
7
9
)
。
イ
ン
ド
航
路
は
従
来
の
オ
ー
ソ
ド
ッ

太

田

健

児

尚
網
学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
授

テ
ゴ
リ
ー
論
や
普
遍
化
・
個
性
化
論
は
そ
れ
ら
四
つ
の
研
究
条
件
の
い
ず
れ

が
欠
け
て
も
読
解
不
可
能
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
で
は
理
性
論
（
合
理
論
）

と
経
験
論
と
の
対
立
の
解
決
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
社
会
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
性
と
い
う
新
し
い
浩
想
で
そ
れ
に
取
り
組
ん
だ
が
、

同
時
に
こ
の
作
業
は
ラ
イ
シ
テ
が
求
め
る
神
性
概
念
に
代
替
可
能
な
道
徳
理

論
構
築
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
詳
細
の
解
明
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
史
・
フ
ラ
ン

ス
哲
学
史
・
フ
ラ
ン
ス
倫
理
学
史
の

一
部
害
き
換
え
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

ク
ス
な
哲
学

·
倫
理
学
の
深
化
•
発
展
を
、
ア
メ

リ

カ
は
実
証
主
義

社
会
学
の
大
成
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
説
が
従

来
の
哲
学
、
倫
理
学
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し

て
い
る
。
な
る
ほ
ど
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
（
以
後
「
原
初
形

態
j

と
略
記
）
の
序
論
と
結
論
部
と
は
哲
学
史
の
大
き
な
論
争
点
で

あ
っ
た
理
性
論
（
生
得
説
）
と
経
験
論
（
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
説
）
と
の

対
立
を
止
揚
す
る
解
決
モ
デ
ル
の
提
示
が
主
眼
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
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は
誰
が
読
ん
で
も
哲
学
書
に
し
か
見
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
独
自
と
さ
れ
る
着
想
や
鍵
概
念
の
出
自
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
も
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の
社
会
学
概
念
は
今
日
と

は
随
分
違
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
証
拠
が
「
社
会
実
在
論
」
を

め
ぐ
り
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
激
し
い
論
争
を
展
開
し
た

A
・
フ
イ
エ
の

社
会
連
帯
思
想

(
s
o
r
i
d
a
r
i
s
m
e
)

か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
フ
ィ

工
は
『
実
証
主
義
者
の
動
向
と
社
会
学
的
世
界
観
』

(
F
o
i
l
l
e
e
.
1
8
9
6
:

2
4
0
-2
8
4
)

で
既
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
実
在
論
を
批
判
し
な
が

ら
自
ら
も
社
会
学
者
を
自
認
し
て
お
り
、
フ
イ
エ
自
身
『
道
徳
の
社

会
学
的
諸
要
因
』
(F
o
i
l
l
e
e
.
1
9
0
6
:
 37
4
p
)

『
社
会
学
的

・
道
徳
的

観
点
か
ら
み
た
人
間
性
と
自
由
性
」
(F
o
i
l
l
e
e
.
1
9
1
4
:
 2
 0
 9p
)

と
い

う
著
作
さ
え
著
し
て
い
る
。
つ
ま
り
社
会
学
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派

の
専
有
物
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
共
有
物
で
あ
り
、
「
社
会
連
帯
」
、

道
徳
問
題
解
決
の
た
め
社
会
学
へ
の
期
待
と
い
う
点
で
は
双
方
全
く

一
致
し
て
い
た
。
た
だ
社
会
実
在
論
を
採
る
か
否
か
の
違
い
で
ほ
ぼ

二
つ
の
社
会
学
概
念
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
が
も
う
一
っ
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
道

徳
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
期
の
ラ
イ
シ
テ
の
産
物
だ
っ
た

(
l
)
 

点
で
あ
る
。
共
和
主
義
派
と
教
権
主
義
派

（カ

ト
リ
ッ
ク
派
）
、

右
翼
と
の
国
を
二
分
す
る
激
烈
な
対
立
は
「

二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」

(R
e
n
o
u
v
i
e
r
,
1
8
7
2
 :
 27
9
)

と
い
、
つ
固
有
名
詞
を
作
っ
て
し
ま
っ
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
宗
教
道
徳
が
除
外
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
そ
れ
に
代
替
す
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
理
論
構
築
が
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
に
と
っ
て
の
使
命
で
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
文
脈
を
理
解
し

な
い
と
教
育
学
系
の
著
作
群
、

『原
初
形
態
」
な
ど
は
、
邦
訳
の
問

題
も
含
め
、
あ
る
言
説
部
分
は
全
く
解
読
不
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
説
史
は

一
部
書
き
換
え
を
迫
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
学
説
を
、

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
ラ
イ
シ
テ
と
い
う
か
な
り
特
異
な
歴
史

的
文
脈
に
還
元
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
時
系
列
順
に
読
み
直
し
（
今

回
は
そ
の
い
く
つ
か
を
摘
記
）
、
そ
の
理
論
的
課
題
を
再
確
認
し
な

が
ら
そ
の
理
論
構
造
を
解
明
し
て
い
く
。
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哲
学
史
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
？

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

「プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
社
会
学
l

の
編
者
で

あ
り
、
直
接
講
義
を
受
け
た
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ

(
A
r
m
苔
d

C
u
v
i
l
l
i
e
r
 

一
八
八
七
＇
一
九
七
三
）
に
よ
れ
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
社
会

学

者
で
あ
る
と
同
時
に
哲
学
者
で
も
あ
り
た
い
と
望
ん
で
い
て
、
倫
理

学
と
認
識
論
と
に
関
す
る
伝
統
的
問
題
の
解
決
に
社
会
学
を
役
立

た
せ
た
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
キ
ュ
ビ
リ
エ
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

ル
ヌ
ヴ
ィ
エ

(
C
h
a
r
l
e
s
R
e
n
o
u
v
i
e
r
.
1
8
1
5
'
1
9
0
3
)

か
ら
の
思
想
上

の
影
響
を
指
摘
し
、
こ
こ
に
観
念
論
へ
の
旋
回
、
集
合
表
象
へ
の

固
執
の
原
因
を
み
て
い
る

（キ
ュ
ビ
リ
エ
、

一
九
五
＝
―
」
五

ニ
ー

五
三）。

ブ
ー
グ
レ

(C
e
l
e
t
i
n
B
o
u
g
l
e
.
1
8
7
0
'
1
9
4
0
)

は
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
著
『
哲
学
と
社
会
学
』
刊
行
の
際
、
彼
自
身
が
つ
け
た
序
文



で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
道
徳
に
関
し
て
従
来
の
哲
学
者
の
言
語
に
飽

き
足
ら
ず
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
言
語
で
語
ろ
う
と
意
図
し
た
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
学
が
実
証
研
究
だ
け
で
な
く
、
そ
の

原
理
の
基
礎
づ
け
の
た
め
に
は
哲
学
が
必
須
だ

っ
た
点
も
指
摘
し
て

い
る
。
さ
ら
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
の
社
会
学
主
義
は
、
む
し
ろ
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
的

(
s
p
ir
itualiste
)

傾
向
を
新
し
い
流
儀
で

基
礎
づ
け
し
、
正
当
化
す
る
た
め
の
―
つ
の
努
力
で
あ
る
と
さ
え
指

摘
し
て
い
る

(B
o
u
gle
.
1
9
2
4
11 
1
9
9
6
 :
 43
)
。
ま
た

J

.
M
・ベ

ル
ト
ゥ
ロ
は

『一

八
九
五
年
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
・
科
学
的
社
会
学

の
到
来
』
の
中
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
立
場
を

「科
学
的
理
性
主
義
」

(
r
a
t
i
o
n
a
li
s
m
e
 s
c
i
e
n
t
ifiq
u
e)
「
琴
顔
理
的
理
性
主
義
」
(r
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
e

l
o
giq
u
e
)

と
命
名
し
、
科
学
的
認
識
論

(e
p
i
s
t
e
m
o
lo
g
i
e
)

と
も

命
名
し
て
い
る

(B
e
r
t
h
e
r
o
t
,
1
9
9
5
:
 30
 ,
 
3
5
、
9
5
,
 
1
0
5
)
。
そ
し
て

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身

『原
初
形
態
』
で
宗
教
的
世
界
観
の
解
明
は
、

哲
学
史
の
認
識
論
の
課
題
を
新
し
い
用
語
で
提
起
す
る
事
で
あ
る

(
D
u
r
k
h
e
im
,
1
9
1
2
 :
 1
8
 11 
1
9
9
5
 :
 3
6
)
 ..iJ
断
四
言

IL
て
い
る
。

で
は
具
体
的
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
説
の
ど
こ
が
哲
学
な
の
か
？

こ
こ
で
は
前
期
の
道
徳
研
究
の
論
文
と
後
期
の
道
徳
研
究
で
も
あ
る

『原
初
形
態
』
と
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
中
期
の
鍵
概
念
で
あ
る
社
会
実
在

論
を
代
表
さ
せ
て
分
析
し
て
い
く
。

前
期
道
徳
研
究
ー
「
道
徳
の
実
証
科
学
」
に
お
け

る
自
前
の
道
徳
ー

ま
ず
、
前
期
の
論
文
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
道
徳
の
実
証
科
学
」

（以

後
「
道
徳
の
実
証
科
学
」
と
略
記
）
の
理
論
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
で

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
成
立
条
件
で
あ
る
①
宗
教

か
ら
の
道
徳
の
分
離
に
よ
る
「
道
徳
の
要
素
」
析
出
、

②
ラ
イ

ソ
ク

な
道
徳
が
宗
教
に
代
替
で
き
る
必
要
条
件
の
提
示
に
専
心
す
る
。
ま

ず
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
人
間
の
「
社
会
的
性
向
」
の
存
在
を
提
示
す
る
。

つ
ま
り
道
徳
的
感
情
が
宗
教
的
感
情
か
ら
の
派
生
で
な
い
理
由
と
し

て
、
人
間
本
性
自
体
に
源
泉
を
も

っ
た
「
社
会
的
性
向
」
が
元
々
人

間
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
超
越
的
な
神
を
源
泉

と
し
な
い
道
徳
を
構
築
す
る
た
め
、
神
頼
み
で
は
な
く
人
間
自
身

に
「
社
会
的
性
向
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
事
が
論
理
的
前
提
で
あ
る

(D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
8
9
6
 :
 30
7
 ,
 
3
17
 11

一
九
九
三

[―

ニ

―
'

一
三
一
）
。

こ
れ
が
①
、
②
の
論
拠
と
な
る
。
J
・
ボ
ベ
ロ
は
こ
の
よ
う
な
ラ

イ
ッ
ク
な
道
徳
論
の
特
徴
を

「
道
徳
が
道
徳
そ
れ
自
体
に
基
礎
づ

け
を
お
く
」

(
f
o
n
d
e
r
la 
m
o
r
a
l
e
 s
u
r
 elle ,
 
m
e
m
e
)

と
指
摘
す
る

(B
a
u
b
e
r
o
t
,
1
9
9
4
 11

一
九
九
四
[
――
-
O
'
三
三
）
。

い
わ
ば
自
前
の

道
徳
の
理
論
化
が
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

A
.
。フ
ロ
ス
ト
は

こ
の
時
期
の
道
徳
理
論
一
般
が
い
ず
れ
も
カ
ン
ト
哲
学
で
そ
の
基
礎

づ
け
を
行

っ
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
い
る

(
P
r
o
s
t
,
1
9
7
0
:
 38
9
)
。

し
か
し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
「社

会
的
性
向
」
の
存
在
だ
け
で
は
宗
教
に
代
替
す
る
に
は
も
の
足
り
ず
、

-I
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神
の
存
在
、
神
に
対
す
る
義
務
、
敬
虔
の
念
、
戒
律
に
よ
る
強
制
カ
・

拘
束
カ
・
抑
止
力
に
相
当
す
る
機
能
を
探
索
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
「
道
徳
的
義
務
」
と
い
う
形
相
の
提
示
と
そ
の
源

泉
・
根
拠
の
提
示
と
い
う
究
極
の
問
題
設
定
を
す
る
。
形
相
と
は
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
概
念
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア

と
同
義
で
「
究
極
の
到
達
目
的
」
と
い

っ
た
意
味
で
あ
る
。
し
か
し

具
体
的
な
義
務
の
内
実
で
は
な
い
「
形
式
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
究
極
の
問
題
設
定
に
対
す
る
答
え
は
「
社
会
」
概
念
及
び

こ
れ
を
源
泉
と
す
る
「
社
会
規
律
」
の
存
在
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
は
道
徳
的
義
務
の
源
泉
を
考
え
る
際
、
当
然
宗
教
道
徳
と
俗
世
の

道
徳
と
を
両
極
端
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
宗
教
の
場
合
は
、
人
間

か
ら
超
越
し
た
神
の
存
在
が
そ
の
道
徳
的
義
務
の
源
泉
で
あ
り
、
超

越
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
俗
世
の
道
徳
の
源
泉
は
人
間
自
身
で

あ
り
、
い
わ
ば
人
間
の
自
己
原
因
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
両
極
端
の
モ
デ
ル
は
い
ず
れ
も
道
徳
的
義
務
の
源
泉
と
は
な
り
得

ず
、
超
越
で
も
な
く
人
間
と
い
う
自
己
原
因
で
も
な
い
「
中
間
世
界
」

と
し
て
「
社
会
」
が
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
い
わ
ば
「
中
間
世

界
」
で
あ
る
「
社
会
」
に
と
っ
て
、
人
間
の
自
己
原
因
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
証
拠
が
「
社
会
的
規
律
」
(
11
義
務
II
強
制
カ

・
拘
束
カ

・

抑
止
力
）
の
存
在
、
他
方
、
「
社
会
」
が
超
越
で
は
な
い
証
拠
が
人

間
の
「
自
発
性
」

([
道
徳
教
育
論
j

に
お
け
る
「
愛
着
の
念
」
や
「
意

志
の
自
律
」
）
の
存
在
な
の
で
あ
る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
,1
8
8
6
:
 2
9
4
 ,
 
3
2
8
 

11

一
九
九
三

[
1
0
八
＇
一
四
四

）。

以
上
の
議
論
は
目
指
す
は
社
会
学
で
あ
っ
て
も
、
自
前
の
道
徳
を

作
る
と
い
う
哲
学
畑
の
作
業
そ
の
も
の
だ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
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後
期
道
徳
研
究
ー

『宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
に

お
け
る
理
性
論
と
経
験
論
と
の
止
揚
|

ー
ソ
ン
ズ
も
実
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
哲
学
上
の
認
識
論
的
な
議

論
を
指
摘
し
て
い
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
「
認
識
論
」
と
い
う
一
節
を

設
け
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が

『原
初
形
態
』
ま
で
、
実
質
的
に
は
認
識

論
的
議
論
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
示
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な

い
と
し
て
、
こ
の
著
作
に
絞
っ
て
哲
学
の
痕
跡
を
検
証
し
て
い
る

(
P
a
r
s
o
n
s
,1
9
3
7
:
 4
4
1
'
4
5
0
 1
1
-

打
で
八
九
[
-
九
八

＇
ニ
―
-
）
。

パ
ー

ソ
ン
ズ
の
「
明
示
的
」
と
い
う
言
葉
は
同
時
に

『原
初
形
態
』
に
至

る
ま
で
隠
れ
た
哲
学
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の

『原
初
形
態
l

の
序
論
と
結
論
部
と
は
理
性
論
と
経
験
論
と

を
止
揚
す
る
理
論
提
示
が
主
眼
で
あ
っ
た
。
宗
教
現
象
の
研
究
は
今

ま
で
哲
学
者
だ
け
で
議
論
さ
れ
て
き
た
諸
問
題
を
刷
新
す
る
手
段
を

提
供
す
る
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
言
い
切
る

(
D
u
r
k
h
e
im
,
1
9
1
2

:
 1
2
 

II

一
九
九
五
[
二
九
）
。
『
原
初
形
態
』
で
「
卜

l
―
丁
ミ
ズ
ム
」
ゃ

「
儀
礼
論
」
や
「
霊
魂
論
」
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
本
論

部
分
で
あ
り

(
D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
9
1

:
 3
0
 ,
 
5
9
2
 11

一
九
九
五
[
四
九

＇

四
三
0
、
九
‘

三
一

九
）
、
そ
れ
ら
の
観
察
結
果
を
踏
ま
え
て
結
論

部
で
は
カ
ン
ト
や
フ
ラ
ン
ス
新
カ
ン
ト
学
派
の
学
説
が
吟
味
検
討
さ

れ
て
い
る
。
論
理
学
上
の
「
同

一
律
」
が
未
開
社
会
の
宗
教
世
界
で

＿I
 



は
破
綻
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
「
因
果
関
係
」
、
「
論
理
自
体
」
を

考
察
し
、
最
後
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
問
題
に
な
っ
て
き
た
悟

性
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
自
体
、
そ
れ
ら
の
形
成
過
程
に
ま
で
踏

み
込
む
。

た
だ
し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
時
間
論
•
空
間
論
に
お
い
て
、

当
時
の
哲
学
者

0
•

ア
ム
ラ
ン

(
O
c
t
a
v
e

H
a
m
e
li
n
.
 一
八
五
六
＇

一
九

0
七
）
ら
の
時
間
・
空
間
論
を
受
け
て
、
哲
学
史
上
の
解
釈
学

あ
る
い
は
現
象
学
お
け
る
「
了
解
」
概
念
の
着
想
に
近
い
議
論
を
展

開
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
時
間
以
前
の
「
時
間
」
、
空
間
以
前
の
「
空
間
」

を
漠
然
と
そ
れ
と
は
意
識
せ
ず
何
と
な
く
体
感
し
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
も
そ
も
の
時
間
区
分
・
空
間
分
割
や
方
向
指
示
は
で
き
な
い
。
ま

た
逆
に
客
観
的
時
間
の
指
標
（
例
え
ば
年
·
月

•
週
間
・
日

・

時
な
ど
）

が
な
け
れ
ば
、
内
観
や
私
的
経
験
や
記
憶
だ
け
で
は
時
間
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
構
成
さ
れ
得
な
い
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
世
界
で
日
・
週

・

月
・
年
な
ど
の
区
分
が
公
的
儀
礼
・
祝
祭
・
祭
儀
の
周
期
に
即
応
し

て
い
た
点
か
ら
こ
の
テ
ー
ゼ
を
導
出
し
て
い
る
。
暦
は
集
合
的
活
動

の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
同
時
に
統
制
機
能
も
有
し
て
い
た
。
空
間
も
ま

た
然
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
起
源
は
「
社
会
」
と
結

論
つ
け
ら
れ
る

(
D
u
r
k
h
e
im
,
1
9
1
2
:
 1-2
8
 11

一
九
九
五
[
-
七
＇

四
八
）

。
そ
れ
が
先
の
理
性
論
と
経
験
論
と
の
止
揚
な
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
言
葉
足
ら
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
期
道
徳
論
研

究
か
ら
の
社
会
実
在
論
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
期
道
徳
研
究
ー
社
会
実
在
論
と
「
個
体
発
生
・

系
統
発
生
」

I

理
性
論
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
悟
性
や
論
理
を
生
得
の
も
の
、
つ
ま
り

人
間
に
元
来
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
ヶ
元
来
ク

自
体
、
よ
臼
蔵
さ
れ
て
い
る
事
ク
自
体
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い

。

経
験
論
は
個
々
の
経
験
が
最
後
皆
同
じ
結
果
と
な
っ
て
人
間
一
般
が

完
成
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
問

題
を

一
挙
に
解
決
す
る
の
が
、
全
て
に
先
立
つ
社
会
の
ア
・
プ
リ
オ

リ
性
な
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
集
合
表
象
と
し
て
機
能
し
て
全

て
の
創
作
の
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る

(
D
u
r
k
h
e
im
`
 
1
9
1
2
 :
 1
 
,
 
2
8
 

11

一
九
九
五
[

-
七
＇
四
八
）
。
つ
ま
り
理

性
論
・
経
験
論
の
共
通

点
は
と
も
に
個
体
発
生
的
な
点
な
の
で
あ
る
。
逆
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
系
統
発
生
的
観
点
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
端
的
に
指
摘
で
き
た

の
は
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
で
あ
り
、
彼
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
特
徴
を
系

統
発
生

(
P
h
y
lo g
e
n
i
e
)

的
行
為
論
と
位
置
づ
け
て
、
従
来
の
意
識

論
的
道
徳
研
究
か
ら
の
前
進
は
認
め
て
い
る

(
H
a
r
b
e
r
m
a
s
.
1
9
8
1
:
 

6
9
'
9
7
 11

一
九
八
六
[
二
四
八
，
-
ェ
ャ
九
)
o

社
会
を
個
人
か
ら
ヽ
全

体
を
部
分
か
ら
、
複
合
を
単
一
か
ら
演
繹
で
き
ず
、
社
会
は
一
種
特

有
な
存
在
で
あ
り
、
固
有
の
特
色
を
備
え
て
い
る
。
こ
こ
で
初
め
て

中
期
道
徳
研
究
で
活
発
に
展
開
さ
れ
た
社
会
実
在
論
の
意
味
が
鮮
明

に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
社
会
実
在
論
は
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』

で
の
「
社
会
現
象
は
、
そ
れ
ら
を
表
象
す
る
意
識
的
主
体
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
I三
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つ
ま
り
、
外
界
に
存
在
す
る
事
物

(c
h
O
S
e)

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

外
部
か
ら
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
8
9
5
:
 28
 

11

一
九
九
五
ぷ
ご
）
と
い
う
定
義
と
合
体
し
て
し
ま
い
社
会
「
実
体
」

論
の
よ
う
な
誤
解
を
招
い
た
。
前
出
の

A
・
フ
イ
エ
ら
と
の
長
々
と

し
た
社
会
実
在
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
で
も
あ
る
。
但
し
、

S
.

ル
ー
ク
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
も
落
ち
度
が
あ
り

「
社
会
」
を
ド
グ
マ
的
に
威
圧
的
に
辛
辣
に
語
り
過
ぎ
た
事
も
拍
車

を
か
け
た

(L
u
k
e
s
`
 
1
9
8
5
 :
 49
7-4
9
9
)
。
ま
た
日
本
語
訳
の
問
題
も

一
考
を
要
す
る
。
後
述
す
る
が
、
宗
教
か
ら
分
離
さ
れ
た
道
徳
の
実

態
、
あ
る
い
は
道
徳
の
真
相
、
道
徳
の
原
理
上
の
所
在
と
い
う
意
味

で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は

r
e
a
li
te
m
o
r
a
le

を
提
示
す
る
。
神
が
担
っ
て

い
た
道
徳
機
能
に
代
替
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
訳
で
は
「
道
徳

的
実
在
」
と
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
realite
m
o
r
a
le
を
道
徳
「
実

体
」
論
と
す
る
誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
（
本
稿
で
は
モ
ラ
ル
・
リ
ア

リ
テ
ィ
と
翻
訳
）
。
同
様
に
r
e
a
l
i
s
m
e
s
o
c
i
a
l
の
realite
の
訳
が
「
実

在
」
に
な
っ
て
お
り
社
会

「
実
体
」
論
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を

呼
ぶ
。
こ
れ
ま
で
の
論
脈
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
哲
学
の

議
論
上
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
悟
性
・

理
性
・
経
験
な
ど
の
さ
ら
な
る
前

提
と
し
て
社
会
が
「
本
性
上
」
先
立
っ
て
い
る
、
「
事
実
」
と
し
て

も
先
立
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
社
会
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
な

存
在
と
い
う
意
味
で
の

r
e
a
lite
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
社
会
ア
・

プ
リ
オ
リ
説
」
と
い
う
訳
語
の
方
が
ま
だ
理
解
し
易
い
と
思
わ
れ
る
。

（
本
稿
で
は
以
後
、
社
会
ア
・
プ
リ
オ
リ
論
と
表
記
す
る
。
）

以
上
の
よ
う
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
は
前
期
・
中
期
・
後
期
と

哲
学
の
議
論
を
継
続
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
社
会
学
の
鍵
概
念
に

な
っ
た
も
の
で
も
、
そ
の
基
礎
段
階
の
哲
学
の
産
物
と
み
て
い
い
で

あ
ろ
う
。
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フ
イ
シ
テ
と
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス

次
に
、
ラ
イ
シ
テ

(la1c1te
)

と
い
う
文
脈
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
社
会
学
を
み
て
み
る
。

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
下
、

一
八
八

一

年
六
月

一
六
日
法
に
よ

っ
て
公
立
小
学
校
の
無
償
化
、

一
八
八
一

―

年
三
月
一一

八
日
法
に
よ
っ
て
就
学
の
義
務
化
と
宗
教
教
育
の
除
外
、

一
八
八
六
年

一
0
月
三
0
日
法
で
教
職
か
ら
の
聖
職
者
追
放
が
実

行
さ
れ
、
教
育
の
世
俗
化
（
ラ
イ
シ
テ
）
が
成
就
し
た
。
「
ラ
イ
シ

テ
」
は
、
一
九

0
一
年
の
結
社
法
に
よ
る
修
道
会
結
成
制
限
の
合
法

化
、
一
九

0
五
年
政
教
分
離
法
に
至
っ
て
法
律
上
は
決
着
が
つ
い

た
。
教
会
に
代
わ
り
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳

(m
o
r
a
le
la
i
q
u
e
)

の
教

育
を
担
う
共
和
主
義
政
権
の
公
立
学
校
に
と

っ
て
は
、
そ
の
理
論

化
が
急
務
で
あ
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

『道
徳
教
育
論
』
（
実
際
は

一
九

0
1
―
年
＇

一
九
0
三
年
パ
リ
大
学
の
教
育
学
の
講
義
、

『道
徳

教
育
論
』
と
し
て

一
九
二
二
年
刊
行
）
は
そ
の
典
型
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
講
義
で
「
規
律
の
精
神
」
、
「
社
会
集
団
へ
の
愛
着
」
、
「
意

志
の
自
律
」
が
神
性
を
剥
奪
し
た
道
徳
性
の
三
要
素
と
し
て
示
さ
れ

た

(
D
u
r
k
h
e
i
m
.
1
9
2
2
:
 15
'
1
6
4
 11

一
九
七
二
[

-
五

'
1
0
六）
。



し
か
し
そ
こ
で
の
理
論
的
課
題
は
宗
教
教
育
に
代
替
す
る
能
力
の
あ

る
道
徳
教
育
理
論
構
築
で
あ
る
。
道
徳
か
ら
宗
教
的
象
徴
と
い
う
衣

を
剥
ぎ
取
り
、
神
話
の
手
も
借
り
ず
に
、
宗
教
的
概
念
の
内
奥
に
隠

れ
て
い
る
モ
ラ
ル

・
リ
ア
リ
テ
ィ
を
探
り
当
て
、
こ
れ
を
理
性
に
よ

る
言
語
で
表
現
し
経
験
的
世
界

（日
常
世
界
）
の
概
念
と
用
語
と
で

語
る
事

(
D
u
r
k
h
e
im

.1
9
2
2
:
 1
‘9

11

一
九
七

二

[
三
四
9

四
四

y

こ
れ
が
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
理
論
の
掟
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が

神
の
存
在
、
神
に
対
す
る
義
務
、
敬
虔
の
念
、
宗
教
的
戒
律
に
よ
る

強
制
カ
・
拘
束
カ
・
抑
止
力
に
代
替
す
る
能
力
を
有
す
る
の
か
？

I
．

デ
ロ
ワ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ

ッ
ク
な
道
徳
は
宗
教
教
育
の
よ
う

な
道
徳
の
内
面
化
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
共
和
主
義
の
政
敵
で

あ
る
教
権
主
義
派

（カ
ト
リ

ッ
ク
派
）
や
右
楓
か
ら
そ
の
点
を
攻
撃

さ
れ
て
い
た
と
い
う

(
D

e
lo
y
.
1
9
9
2
:
 3
2
'
3
5
)
。
そ
れ
ゆ
え
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
『
道
徳
教
育
論
第

一
部
』
「
規
律
の
精
神
」
の
箇
所
は
最

も
ス
リ
リ
ン
グ
且
つ
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
、

一
瞬
た
り
と
も
気
の

抜
け
な
い
真
剣
勝
負
の
よ
う
な
理
論
的
格
闘
の
書
に
仕
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
神
の
存
在
、
神
に
対
す
る
義
務
、
敬
虔
の
念
、

宗
教
的
戒
律
に
よ
る
強
制
カ

・
拘
束
カ
・
抑
止
力
に
太
刀
打
ち
で
き

て
、
道
徳
を
内
面
化
で
き
る
に
は
、
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
存
在

証
明
及
び
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
規
律
の
存
在
の
証
明
が

必
須
だ
っ
た
の
で
あ
る

(D
u
r
k
h
e
i
m
.1
9
2
2
:
 1
'
4
7
 
11

一
九
七

―
―[

三
四
＇
九

0
)
。
こ
れ
は
前
期
の
『
道
徳
の
実
証
科
学」

で
は
「
社

会
的
性
向
」
、
「社
会
的
規
律
」
、
「
義
務
」
で
示
さ
れ
た
も
の
が
、

『道

徳
教
育
論
』
で
は
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
規
律
の
精
神
と
に
そ
の

使
命
が
託
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は

『原
初
形
態
」
で
宗
教
の
定
義
と
し
て
、

超
自
然
、
神
聖

（聖
と
俗
と
に
分
離
さ
れ
タ
ブ
ー
が
存
在
す
る
事
）

に
関
連
し
た
信
念
と
行
事
と
の
関
連
体
系
の
存
在
を
指
摘
し
て
い

る
。
信
念
と
行
事
と
は
教
会
と
い
う
同
じ
道
徳
的
共
同
体
が
成
立

し
、
こ
こ
に
帰
依
す
る
全
て
の
者
を
結
合
す
る
信
念
と
行
事
と
い
う

意
味
で
あ
る

(D
u
r
k
h
e
im

,1
9
1
2

:
 3
2
 ,
 
6
6
 11

一
九
九
五

[
四
九
'

八
九
）。

信
念
と
行
事
と
の
中
に
儀
礼

・
戒
律
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
論
と
は

超
自
然
、
教
会
、
教
会
を
基
盤
に
し
た
信
念
と
行
事
と
の
シ
ス
テ
ム

を
脱
却
し
て
い
る
と
同
時
に
こ
れ
ら
に
代
替
す
る
機
能
を
有
し
て
い

(
2
)
 

る
事
が
必
須
と
な
る
。

モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
規
律
の
精
神
ー
神
な
き

場
合
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
ー

宗
教
的
象
徴
、
宗
教
的
概
念
、
神
話
と
は
そ
も
そ
も
何
か
？

『原

初
形
態
』
で
定
義
さ
れ
た
宗
教
の
成
立
条
件
で
あ
る
超
自
然
の
存

在
と
信
念
と
行
事
と
の
体
系
、
簡
略
化
す
れ
ば
戒
律
に
よ
る
強
制

カ
・
拘
束
カ
・
抑
止
力
あ
る
い
は
神
に
対
す
る
義
務
や
敬
虔
の
念
な

ど
と
対
等
に
張
り
合
う
た
め
に
規
律
の
精
神
が
提
示
さ
れ
る
。
し
か

し
単
な
る
「
規
則
」
だ
け
で
は
足
り
ず
、
権
威
の
付
加
が
必
要
で
あ

る
。
権
威
の
提
示
に
は
様
々
な
表
現
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。「
権
威

ニ
ー
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と
は
私
た
ち
に
優
越
す
る
も
の
」
「

一
切
の
道
徳
力
を
私
た
ち
の
上

に
行
使
す
る
支
配
力
」
「
道
徳
の
規
則
は
ま
さ
に
命
令
そ
の
も
の
」

「
道
徳
と
は
、
単
な
る
習
慣
の
体
系
で
は
な
く
命
令
の
体
系
」
「
規

則
に
従
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
規
則
自
体
に
あ
る
」
「
規
則
は
命

令
す
る
と
い
う
事
実
の
た
め
に
規
則
に
は
従
う
」
。
こ
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
た
も
の
が
「
規
律
」
と
定
義
さ
れ
る
。
し
か
し
「
規
律
」
自

体
が
、
神
の
存
在
に
対
置
さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
は
そ
れ
ら
の
文
言
・

表
現
か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

つ
ま
り
他
の
何
も
の
に
も
一
切
依

存
し
な
い
独
立
自
存
の
存
在
、
命
令
す
る
事
は
あ
っ
て
も
命
令
さ

れ
る
事
の
な
い
存
在
、
こ
の
よ
う
な
存
在
は
神
を
除
い
て
他
に
な

い
。
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
規
律
は
神
の
存
在
と
の
パ
ラ

レ
ル
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
規
律
は
そ
れ
自
身
の

う
ち
に
自
ら
の
存
在
理
由
を
も
つ
」
「
規
律
に
服
す
る
こ
と
自
体
が

善
」
「
道
徳
律
の
権
威
は
常
に
打
倒
困
難
な
抑
圧
を
示
す
」
「
道
徳
の

禁
ず
る
行
為
を
侵
そ
う
と
す
れ
ば
強
大
な
圧
力
を
感
じ
る
」
「
道
徳

と
は
、
禁
じ
ら
れ
た
領
域
に
個
人
が
侵
入
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
機

能
を
も
つ
」
「
道
徳
と
は
広
大
な
禁
止
の
体
系
」
な
ど
の
記
述
か
ら

も

(
D
u
r
k
h
e
i
m
`
 
1
9
2
2
 :
 1
5
-4
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 11

一
九
七
―
―
[
五

一
＇九

O
)
、
神

の
存
在
と
神
に
対
す
る
義
務
や
敬
虔
の
念
と
に
規
律
が
充
当
さ
せ
ら

れ
て
い
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

そ
し
て
規
律
が
神
の
存
在
と
同
じ
権
威
を
も
つ
事
を
最
終
的
に

保
証
す
る
も
の
、
そ
の
権
威
の
源
泉
は
や
は
り
「
社
会
」
と
な
る
。

「
命
令
す
る
の
は
社
会
」
「
社
会
は
私
た
ち
に
対
し
て
自
己
の
内
に

イ
デ
ア
的
規
範
を
実
現
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
」
「
道
徳
の
規
則
を

確
立
す
る
も
の
が
社
会
自
体
で
あ
る
」
「
道
徳
の
規
則
に
対
し
て
権

威
を
与
え
る
の
も
社
会
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

私
た
ち
に
対
し
て
強
制
カ
・
拘
束
カ
・
抑
止
力
を
行
使
す
る
「
道

徳
」
の
調
達
先
、
そ
の
源
泉
と
は
他
な
ら
ぬ
社
会
だ
と
定
義
さ
れ

る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
.
1
9
2
2
:
 41
'
8
0
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一
九
七
二
[
八

―
9

-

三

O
)
。

こ
れ
は
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
源
泉
も
社
会
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
神
に
代
替
す
る
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
は
『
道
徳
教
育
論
第
2

部
』
で
も
「
個
人
に
外
在
す
る
存
在
」
、
「
道
徳
力
」
、
「
道
徳
的
権

威
」
、
「
道
徳
法
則
の
権
威
」
、
「
規
則
」
・
「
規
律
」
・
「
神
聖
さ
の
不

可
侵
性
」
な
ど
と
換
言
さ
れ
て
い
る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
`
 
1
9
2
2
 :
 1
0
9
'
1
7
3
 

II

一
九
七
六
：
九
＇
八
九
）

。

以
上
が
宗
教
的
世
界
観
と
の
最
も
激
し
い
格
闘
の
箇
所
で
あ
る
。

し
か
し
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
論
構

築
を
目
指
し
な
が
ら
、
宗
教
か
ら
道
徳
を
分
離
す
る
作
薬
そ
の
も
の

が
、
結
果
と
し
て
宗
教
的
世
界
観
の
歴
史
の
重
み
と
そ
の
強
靱
さ
を

逆
に
際
立
た
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
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ニ
ー
ニ
ラ
イ
シ
テ
の
系
譜
学

|
古
い
神
々
の
居
場
所
ー

さ
て
ラ
イ
シ
テ
の
徒
で
も
あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
の
理
論

的
課
題
に
は
史
実
と
し
て
の
ラ
イ
シ
テ
の
証
明
も
あ
っ
た
。
ラ
イ
シ

テ
の
必
然
性
を
正
当
化
す
る
宗
教
史
の
再
編
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク

の
単
な
る
否
定
や
断
罪
は
行
わ
れ
ず
、
歴
史
的
必
然
に
よ
っ
て
宗
教



と
道
徳
と
が
分
離
し
、
宗
教
が
別
の
居
場
所
を
確
保
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
、
科
学
・
道
徳
・
宗
教
の
棲
み
分
け
原
理
が
示
さ
れ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
確
立
と

と
も
に
礼
拝
本
来
の
役
割
が
減
少
し
、
逆
に
道
徳
の
自
律
性
が
増
大

し
た
。
そ
し
て
神
の
持
つ
道
徳
機
能
だ
け
が
神
の
唯
一
の
存
在
理
由

(
3
)
 

と
な
っ
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム

(
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
s
p
i
r
i
t
u
a
l
i
s
t
e
)
 

は
こ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
仕
事
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
。

宗
教
に
は
「
祝
祭
」
・
「
俄
礼
」
つ
ま
り
「
礼
拝
」
と
い
う
行
事
の
体

系
と
、
も
う
―
つ
世
界
を
説
明
す
る
宇
宙
観
と
い
う
思
考
の
体
系
も

存
在
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
二
つ
は
お
互
い
非
常
に
異
な
っ
て
お
り
、

後
者
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
そ
の
後
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム

が
継
承
し
た
と
い
う

(
D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
9
1
2
:
 61
1
'
6
1
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11
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九
九
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三
四
四
'
―
二
四
六
）
。

哲
学
や
諸
科
学
は
宗
教
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
事
は
、
最
初
は
宗

教
が
科
学
と
哲
学
と
を
代
行
し
て
い
た
事
を
意
味
す
る
。
し
か
し
宗

教
は
科
学
の
発
達
を
前
に
し
て
漸
次
後
退
す
る
が
、
そ
れ
は
「
礼
拝
」

と
い
う
行
事
の
体
系
面
だ
け
で
あ
る
。
科
学
は
宗
教
か
ら
解
放
さ
れ
、

科
学
的
認
識
面
で
宗
教
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
す
で

に
キ
リ
ス
ト
教
の
方
が
物
質
現
象
で
の
こ
の
交
替
を
決
定
的
に
聖
別

し
て
い
た
と
い
う
。
物
質
を
特
別
に
俗
な
も
の
と
み
な
し
、
キ
リ
ス

ト
教
は
物
質
に
つ
い
て
の
認
識
を
進
ん
で
他
の
学
問
に
譲
渡
し
た
と

い
う
。
こ
の
た
め
自
然
科
学
は
確
立
さ
れ
大
き
な
困
難
な
し
に
権
威

を
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
カ
ン
ト
哲
学
に
例
え
ら
れ
、
宗
教
が
始
源

に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
二
つ
の
機
能
の
う
ち
の
一
っ
、
つ
ま
り
純

粋
理
性
の
機
能
が
次
第
に
宗
教
か
ら
脱
落
し
て
い
る
と
表
現
さ
れ
て

い
る

(
D
u
r
k
h
e
im
.
1
9
1
2

:
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1
4
 11

一
九
九
五
ニ
ニ
四
七
）
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
に
よ

っ
て
退
陣
さ
せ
ら
れ

た
古
い
神
々
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
と
い
う
居
場
所
を
得
た
わ

け
で
あ
る
。『宗

教
生
活
の
原
初
形
態
』
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
輪
の
謎

『
原
初
形
態
』
に
再
び
戻
ろ
う
。
理
性
論
と
経
験
論
と
の
止
揚
が

課
題
で
あ
っ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
こ
の
書
で
さ
ら
に
哲
学
史
を
大
き

く
塗
り
替
え
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
は
科
学
と
宗
教
と
道
徳
と
の
相

関
の
解
明
を
、
最
後
は
論
理
学
の
問
題
を
扱
い
な
が
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー

論
と
社
会
ア
・
プ
リ
オ
リ
論
と
で
締
め
括
る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
`
 
1
9
1
2
:
 

6
1
6
'
6
3
8
 11

一
九
九
五
[
五

O
'
一二
七
六
）
O

し
か
し
ヽ
個
体
発
生
論

を
丁
寧
に
解
体
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
必
要
が
あ
る
。
哲
学
者
た
ち

を
悩
ま
せ
て
き
た
難
問
解
決
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い

。
こ
う
な
る
と

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
残
さ
れ
た
ロ
ジ
ッ
ク
は
限
ら
れ
て
く
る
。
①
個
体

自
体
を
さ
ら
に
解
体
し
、
い
わ
ば
自
己
分
裂
さ
せ
（
個
別
部
分
と
普

遍
部
分
）
、
自
己
分
裂
し
て
い
る
普
遍
部
分
の
始
源
を
個
人
の
外
へ

求
め
る
。
②
但
し
、
従
来
の
神
の
存
在
で
は
な
い
外
側
の
何
か
が
必

要
で
あ
る
。
③
そ
の
外
側
の
源
泉
が
、
い
つ
•
ど
の
よ
う
に
個
体
と

接
点
を
も
つ
の
か
を
明
解
に
す
る
。
④
普
遍
部
分
を
所
与
•
生
得
の
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ま
ま
処
理
し
な
い
。
む
し
ろ
外
側
と
個
体
と
の
接
触
に
よ

っ
て
外
か

ら
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。
⑤
こ
の
部
分
に
限
っ
て
、

各
自
共
通

(II
非
個
別
性
）
の
形
成
過
程
を
経
る
。
漠
然
と
し
た
性

向
の
よ
う
な
も
の
が
各
自
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
⑥
個

別
部
分
と
普
遍
部
分
と
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
全
く
次
元
が
違

っ
た

り
は
し
て
お
ら
ず
、
あ
る
程
度
ま
で
は
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
す
る
。

⑦
個
別
部
分
と
普
遍
部
分
と
の
関
係
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
。

以
上
の
よ
う
な
ロ
ジ

ッ
ク
に
限
定
さ
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
そ
れ
に
ど
う
答
え
た
の
か
。
①
の
条
件
を
満
た
す

の
が
集
合
表
象
、

②
は
社
会
で
あ
る
。
③
と
④
と
は
、
個
人
に
先
在

す
る
社
会
環
境
・
文
化
・
慣
習
の
中
で
人
間
は
生
ま
れ
育
ち
成
長
す

る
と
い
う
ご
く
日
常
的
な
レ
ベ
ル
の
事
実
の
導
入
。
⑤
は

「道
徳
の

実
証
科
学
」
で
提
起
さ
れ
た

「社
会
的
性
向
」
が
あ
る
。
⑥
⑦
は
む

し
ろ
普
遍
郎
分
か
ら
の
遺
漏
部
分
と
し
て
個
別
部
分
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
個
別
部
分
が
絶
え
ず
普
遍
部
分
に
引
き
ず
ら
れ
る
と
い
う
相

関
関
係
が
示
さ
れ
る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
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以
後

「原
初
形
態
』
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
よ
り
も
、
特
種
的

(
4
)
 

綜
合
観
（
「
全
体
」
は
「
部
分
の
総
和
」
よ
り
大
と
す
る
説
）
を
前

提
に
し
て
、
原
住
民
の
宗
教
的
世
界
観
に
お
け
る
霊
魂
と
礼
拝
、
因

果
関
係
な
ど
の
実
態
か
ら
「
個
人
化
・
普
遍
化
」
、
「
同

一
律
・
矛

盾
律
」
な
ど
が
記
号
論
理
学
的
に
処
理
さ
れ
、
次
第
に
悟
性
の
形

成
、
概
念
発
生
・
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
論
理
的
思
考
す
な
わ
ち
ヵ

テ
ゴ
リ
ー
の
発
生
と
形
成
と
が
議
論
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
始
源
が
実

は

「社
会
」
で
あ
り
、
そ
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
性
が
証
明
さ
れ
て
い
く

(
D
u
r
k
h
e
i
m
.
1
9
1
2
 :
 6
1
6
 ,
 
6
3
8
 11

一
九
九
五
[
―――五

O
'
三
七
六
）。
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三
ー
一
個
性
化
と
普
遍
化
ー
霊
魂
と
礼
拝
ー

特
種
的
綜
合
観
に
よ
る
社
会
ア
・
プ
リ
オ
リ
論
は
前
述
の
よ
う
に

多
く
の
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
一

般
的
に
は
方
法
論
的
集
合
主
義

と
方
法
論
的
個
人
主
義
と
の
問
題
、
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
問
題

な
ど
に
還
元
さ
れ
る
が
、
特
種
的
綜
合
観
の
論
証
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

は
専
心
し
、
普
遍
化
と
個
性
化
と
の
両
立
を
図
る
。
そ
れ
が
顕
著
に

表
れ
て
い
る
箇
所
の
―
つ
が
原
住
民
の
霊
魂
観
、
礼
拝
の
箇
所
て
あ
る
。

霊
魂
は
、
祖
先
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
継
続
し
、
不
死
で
あ
り
、
神

聖
な
性
質
を
有
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
「一

な
る
も
の
」
で
あ
る
。

そ
の
「

二

な
る
霊
魂
が
、
各
個
人
に
臨
在
し
分
有
さ
れ
「
多
」
に

な
る
様
々
な
事
例
が
観
察

・
記
述
さ
れ
る
。
霊
魂
は
、
各
個
人
の
内

に
化
身
し
た
ト
ー
テ
ム
原
理
そ
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
内
に
入
り
込

む
こ
と
で
霊
魂
が
個
性
化
す
る
。
こ
の
原
理
は
、
人
間
に
外
在
し
た

未
知
の
力
が
あ
り
、
各
人
が
所
有
し
て
い
る
そ
の
小
片
は
、
自
ら
が

宿
っ
て
い
る
特
定
の
主
体
と
密
接
な
婚
姻
関
係
を
結
ば
ざ
る
を
得
な

い
。
ゆ
え
に
特
定
の
主
体
の
性
質
を
帯
び
、
あ
る
程
度
ま
で
そ
の
主

体
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
矛
盾
す
る
一
―
つ
の
性
格
だ
が
、
こ

れ
ら
は
共
存
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
ト
ー
テ
ム
原
理
と
個
人
と
の

関
係
は
、
も
し
個
人
の
意
識
の
内
に
ト
ー
テ
ム
原
理
を
感
じ
な
か
っ



た
ら
、

ト
ー

テ
ム
原
理
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
ト
ー
テ
ム
原
理
は

必
然
的
に
個
人
の
意
識
の
内
に
分
割
さ
れ
、
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

(D
u
r
k
h
e
im
.1
9
1
2
:
 34
3
 ,
 
3
9
0
 11

一
九
九
五

（下
）
[
九
9

―
―
五
）。

こ
れ
は
ま
さ
に
本
稿
で
前
述
の
①
ー
⑦
の
論
点
そ
の
も
の
で
あ

り
、
特
種
的
綜
合
観
に
立
ち
な
が
ら
も
、
個
性
と
普
遍
と
の
共
存
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
聖
性
と
俗
性
と
の
相
関
の
観
点
か
ら
霊
魂
論
が
展
開
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
二
部
分
か
ら
私
た
ち
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の

内
部
の
聖
的
部
分
の
源
泉
は
社
会
で
あ
り
、
聖
が
社
会
、
俗
が
個
人

に
対
応
す
る
。
こ
う
し
て
社
会
は
私
た
ち
を
外
か
ら
動
か
し
影
響
し
、

私
た
ち
の
内
部
を
永
続
的
に
構
成
す
る
。
こ
れ
も
社
会
と
個
人
と
の

相
関
関
係
の
論
証
で
あ
り
、

①

I
⑦
の
論
点
を
満
た
す
も
の
と
い
え

る
。
こ
れ
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
部
族
の
宗
教
的
祭
儀
に
例
え
、
共
同

生
活
で
覚
醒
さ
れ
た
諸
表
象
は
一
気
に
消
滅
し
な
い
事
例
、
大
先
祖

の
姿
、
儀
礼
が
メ
モ
ワ
ー
ル
す
る
英
雄
的
偉
業
、
礼
拝
、
つ
ま
り
集

合
的
に
形
成
さ
れ
た
様
々
な
イ
デ
ア
が
自
分
の
内
に
生
き
続
け
る
事

例
を
紹
介
す
る

(D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
9
1
2
:
4
2
5
'
5
9
2
 11

一
九
九
五

（下）

[

―
―
七
＇

三

一
九
）
。

こ
う
し
て
社
会
と
個
人
と
が
相
克
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、
個
人

の
存
立
余
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
霊
魂
観
念
の
発
生
の
観
察
に
よ

っ
て
、
非
個
人
性
と
個
人

性
と
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
人
は

二
種
の
因
子
の
産
物
で
あ
る
。

―
つ
は
本
質
的
に
非
個
人
的

(1m
p
e
r
s
o
n
n
e
l)

な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
集
合
体
に
役
立
つ
霊
魂
部
分
で
、
特
定
の
人
物
の
そ
れ
で
は

な
い
。
各
意
識
は
そ
れ
に
よ
っ
て
お
互
い
同
化

(
c
o
m
m
u
n
ie
r
)

し

て
い
く
。
他
方
、
個
別
化
さ
れ
た
各
意
識
は
同
じ
世
界
つ
ま
り
集
団

の
道
徳
的

一
体
性
を
つ
く

っ
て
い
る
諸
観
念
や
各
感
情
と
の
世
界
を

眺
め
て
い
て
も
全
て
同
じ
角
度
か
ら
眺
め
て
い
る
の
で
は
な
い

。
各

自
は
自
己
流
に
こ
の
世
界
を
表
現
す
る
と
い
う
。
さ
て
、
こ
れ
は
ラ

イ
プ
ニ

ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
論
の
定
義
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
事
実
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
は
「
個
人
性
の
観
念
を
今
日
の
社
会
学
的
分
析
よ
り
遥
か
昔

に
先
行
し
た
哲
学
的
分
析
」
と
し
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
論
を

と
り
あ
げ
て
い
る

(D
u
r
k
h
e
im
.1
9
1
2
:3
8
7
'
3
8
8
 11

一
九
九
五

（下
）
[

六
六
＇
六
八
）

。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
は
特
種
的
綜
合
観
、
社

会
と
個
人
及
び
集
合
表
象
の
存
在
様
式
と
ぷ
芯
を
も
た
な
い
ク
モ
ナ

ド
と
が
全
く
同
じ
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
悟
性
、
概
念
形
成
と

い
う
前
代
未
聞
の
領
域
に
踏
み
込
む
。

同
一
律
と
矛
盾
律
ー
宗
教
的
世
界
観
に
お
け
る
論

理
学
ー

で
は
な
ぜ
概
念
や
理
念
の
形
成
、
類
・
種
の
形
成
、
悟
性

・
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
踏
み
込
む
の
か
？
こ
れ
は
概
念
や
理
念
の
形
成
、
論
理

の
形
成
、
類

・
種
の
形
成
、
悟
性

・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
形
成
に
対
し
て

も
社
会
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
事
を
証
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ

三ーニ
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の
作
業
と
し
て
論
理
学
上
の
同
一
律
が
宗
教
的
世
界
観
で
破
綻
し
て

い
る
事
態
が
扱
わ
れ
る
。

一
と
多
、
物
質
と
精
神
、
要
素
群
の
離
合

集
散
に
よ
る
自
己
構
成
と
自
己
解
体
な
ど
私
た
ち
に
と
っ
て
は
矛
盾

律
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
同
一
律
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
、
当
然

考
察
対
象
は
因
果
関
係
あ
る
い
は
論
理
自
体
に
な
る
。

ま
ず
論
理

に
つ
い
て
は
、
論
理
破
綻
と
い
う
逆
の
事
態
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り
、

顕
著
な
例
と
し
て
、
原
住
民
の
諸
界
の
混
同
、
最
も
異
質
的
な
事

物

・
人

・
動
物
・
植
物
・
星
な
ど
の
同
一
視
を
と
り
あ
げ
る
。
同

一

視
は
宗
教
の
力
が
、
最
も
違
っ
て
い
る
物
同
士
に
同
じ
よ
う
に
魂
を

与
え
る

(
a
n
im
e
r
)

か
ら
可
能
に
な
る
。
同

一
視
は
、物
体
の
接
近
、

外
見
上
の
相
似
の
せ
い
で
、

一
方
の
事
物
か
ら
他
の
事
物
へ
と
移
行

す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
人
・
動
物
・
植
物
・
岩
石
は
同
じ
ト
ー
テ

ム
を
帯
び
て
く
る
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
同
一
律
の
破
綻
の
事
例
で
も

あ
り
、
ト
ー
テ
ム
現
象
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
由
縁
で
も
あ
る
。
し
か

し
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
こ
の
ト
ー
テ
ム
現
象
こ
そ
論
理
そ
の
も
の
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
そ
の
も
の
と
考
え
る

(
D
u
r
k
h
e
im

.1
9
1
2

:
 4
5
9
 ,
 
4
6
4
 11 

一
九
九
五
（
下
)
[
―
五
七
＇
一
六
四
）

。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
宗
教
起
源

あ
る
い
は
社
会
の
産
物
と
い
う
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
定
式
も
こ
こ
か
ら

理
解
で
き
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
科
学
的
世
界
観
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
れ
ば
、
宗
教
的
世
界
観
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
論
理
必
然
性
が
あ
る
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

ま
た
因
果
律
に
つ
い
て
も
原
因
と
結
果
と
の
間
の
必
然
的
な
繋
が

り
が
問
わ
れ
、
観
念
連
合
が
吟
味
さ
れ
る
。
習
慣
に
よ
っ
て
強
化
さ

れ
た
観
念
連
合
が
想
定
外
の
観
念
と
結
び
つ
き
産
出
さ
れ
る
原
因

は
、
因
果
律
が
私
た
ち
の
思
考
に
内
在
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
表
象
の
外
部
に
存
在
す
る
高
位
の
規
範
だ
か
ら
と
さ
れ
る
。
こ
の

規
範
が
支
配
し
、
定
言
命
法
的
に
因
果
を
規
則
づ
け
る
。
こ
の
規
範

に
は
精
神
が
束
縛
し
凌
駕
す
る
権
威
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
の
精
神
が
規
範
の
主
宰
で
は
な
い
と
い
う

(
D
u
r
k
h
e
im

,
1
9
1
2

:
 

5
1
8
-5
2
8
 11

一
九
九
五

（下
)
[
二
三
一

＇
二
四
二
）
。
実
は
こ
の
論

旨
は

「道
徳
教
育
論
』

の
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
規
律
の
精
神
の

着
想
と
完
全
に
符
合
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
外
な
る
規
範
は
因
果
関
係
を
ど
の
よ
う
に
生

成
さ
せ
る
の
か
？
集
団
は
集
合
し
、
全
て
の
成
員
を
鼓
舞
し
て
い

る
共
通
の
感
情
は
、
所
作
の
形
態
を
採
っ
て
外
に
表
現
さ
れ
る
。
そ

し
て
祭
儀
が
終
わ
る
と
望
ん
だ
結
果
が
得
ら
れ
た
事
に
な
る
。
従
っ

て
結
果
の
観
念
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
所
作
の
観
念
と
の
間
に
連
合
が

形
成
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
集
合
的
経
験
の
所
産
ゆ
え
に
儀
礼
参

加
者
に
と
っ
て
は
全
て
同
じ
だ
と
い
う
。
人
間
の
精
神
に
内
在
せ
ず

外
在
す
る
規
範
で
あ
る
因
果
関
係
は
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
ま
た
定
言
命
法
の
成
立
、
因
果
観
念
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
集

合
体
の
所
産
で
あ
り
、
集
合
的
行
動
の
必
然
性
の
み
が
矛
盾
律
を
許

さ
ず
そ
こ
に
「
論
理
」
が
成
立
す
る
事
等
も
解
明
さ
れ
る
。
カ
テ
ゴ

リ
ー
自
体
も
自
明
の
も
の
で
も
所
与
の
も
の
で
も
な
く
、
社
会
に

よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
D
u
r
k
h
e
im

,1
9
1
2
:
 5
1
8
'5
2
8
 11 

一
九
九
五

（下
）
ニ
ニ
―
'
二
四
二
）
。
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以
上
、
霊
魂
と
礼
拝
に
お
け
る
個
性
化
と
普
遍
化
、
同
一
律
と
矛

盾
律
と
い
う
二
つ
の
契
機
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
を

検
討
し
て
き
た
が
、
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道

徳
論
を
集
大
成
の
た
め
前
出
①
＼
⑦
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
対
応
し
た
論
旨

に
な
っ
て
い
る
点
が
確
認
で
き
よ
う
。

社
会
ア
・
プ
リ
オ
リ
論
へ
の
帰
着
ー
「
超
越
」
に

対
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
ー

最
後
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
概
念
や
理
念
の
五
形
成
へ
類
・
種
の
五
形

成
ク
に
言
及
し
、
悟
性
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
社
会
ア

・
プ
リ
オ
リ
論
を

ま
と
め
る
。

カ
ン
ト
の
定
言
命
法
は

im
p
e
r
a
t
if
c
a
t
e
g
o
r
i
q
u
e
と
表
記
さ
れ

る
。
名
詞
化
す
れ
ば
c
a
t
e
g
o
r
i
e

で
あ
り
、
そ
の
根
拠
や
発
生
原
理

の
研
究
で
も
っ
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
「
カ
ン
ト
越
え
」
を
目
指
し
た

と
い
え
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
ま
ず
論
理
的
思
考
は
概
念
を
相

手

(
m
a
t
i
e
r
e
)

に
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
、
ど
う
し
て
社
会
が

そ
の
論
理
的
思
考
よ
り
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
の
か
、
ま
た
概
念
よ

り
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
の
か
を
問
う
。
し
か
し
普
段
の
私
た
ち
の

生
活
で
も
行

っ
て
い
る
認
識
に
お
け
る
帰
納
法
的
処
理
、
そ
こ
か
ら

導
出
さ
れ
た
共
通
項
11

概
念

(
II
普
遍
）
や
論
理
の
レ
ベ
ル
と
、
社

会
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
概
念
化
・
普

遍
化
や
論
理
の
レ
ベ
ル
と
は
区
別
さ
れ
る
。
後
者
の
論
理
的
思
考

は
、
個
人
の
感
覚
知
覚
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
的
な
イ
デ

三
ー
三

ア
の
世
界
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
き
に
の
み
可
能
と
さ
れ
る
。
論

理
的
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
個
人
的
な
様
式
で
考
え
る
事
で

あ
り
、
「
永
遠
の
相
の
下
で
」
考
え
る
事
で
あ
る
。
非
個
人
性
と
安

定
性
こ
そ
後
者
の
特
色
と
さ
れ
る
。
し
か
し
個
別
の
経
験
レ
ベ
ル
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
後
者
の
レ
ベ
ル
に
転
じ
る
事
が
で
き
る
の

か

(
D
u
r
k
h
e
i
m
,1
9
1
2
:
 61
6
'
6
2
7
 11

一
九
九
五

（下
)
[―
――五

O
'

三
六
二
）
？
こ
れ
は
昨
今
社
会
学
分
野
で
問
題
に
な
る
機
能
分
化
し

た
も
の
の
再
接
合
と
い
う
論
題
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
全
て
個
人
に
先
立
つ
。
個
人
の
経
験
レ

ベ
ル
で
形
成
さ
れ
た
観
念
や
直
接
知
覚
し
た
対
象
の
表
象
は
、
全
体

的
な
類
に
は
至
ら
ず
、
枠
組
を
与
え
る
事
も
な
い
。
こ
の
全
体
の
観

念
は
個
人
か
ら
は
生
じ
え
な
い
。
個
人
は
全
体
に
対
し
て
は
部
分
に

過
ぎ
な
い

。
こ
れ
ま
で
の
認
識
論
は
通
常
、
悟
性
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

各
自
に
内
蔵
さ
れ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
時
間
・
空
問

に
し
て
も
そ
れ
ら
は
各
個
人
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

各
個
人
の
知
覚
さ
れ
る
空
間
は
全
体
的
空
間
と
は
な
り
え
な
い
。
全

体
的
空
間
は
特
殊
個
別
の
広
が
り
を
全
て
含
む
。
時
間
も
同
様
で
、

自
我
の
中
の
持
続
感
覚
は
全
体
的
な
時
間
の
観
念
を
与
え
な
い
。
ゆ

え
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構
成
的
要
素
は
社
会
か
ら
借
用
し
て
お
り
、
私

た
ち
は
予
め
集
合
的
観
念
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る

(
D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
9
1
2
:
 62
7
'
6
3
1
 
"

一
九
九
五

（下
)
[
三
六
八
一

,
――
―七
―
-）。

だ
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
こ
こ
で
の
論
証
は
成
功
し
て
い
な
い

。
質
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的
差
異
を
全
く
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き

は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
概
念

(
c
o
n
c
e
p
t
)
、
類

(
g
e
n
r
e
)

を
い
つ

の
間
に
か
「
神
」
に
読
み
替
え
て
い
る
点
で
あ
る
(
D
u
r
k
h
e
i
m
,1
9
1
2
:

6
1
6
'
6
2
7
 11

一
九
九
五
ニ
ニ
五
O
'
三
六
三
）
。
こ
れ
が
『
原
初
形
態
』

(
6
)
 

の
こ
の
箇
所
を
解
読
不
能
に
し
て
い
る
も
う
―
つ
の
原
因
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
全
て
に
社
会
が
先
立
つ
ア

・
プ
リ
オ
リ
説
を
採
り
、
社

会
の
作
品
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
ま
で
も
が
製
作
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

個
々
の
社
会
作
品
の
質
的
差
異
の
生
成
の
説
明
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が

難
渋
し
た
結
果
、
質
的
差
異
の
最
も
た
る
例
で
あ
る
超
越
的
な
神
の

概
念
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
そ
の
解
明
を
求
め
た
た
め
と
予
想
さ
れ

る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
最
も
高
次
な
概
念
や
類
を
神
に
読
み
替
え
て
そ

の
形
成
過
程
を
辿
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
、
宗
教
的
世
界
観
で
神
は
函
翌
辟
存
在
で
あ
っ
て
、

量
的
連
続
性
の
円
環
の
中
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
る
。

脱
宗
教
を
め
ざ
す
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
に
は
安
易
な
超
越
は
禁
物
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
論
理
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
悟
性
と
い
う
隙
間
の
な
い
ロ

ジ
ソ
ク
で
構
成
さ
れ
た
当
該
社
会
の
中
で
有
効
な
同

一
律
の
中
で
の

み
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
存
在
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
は
そ
の
論
証
過
程
で
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
込
ん
で
い

た
と
い
え
る
。

そ
れ
で
も
当
該
社
会
を
創
出
す
る
社
会
ア
・
プ
リ
オ
リ
性
の
絶
対

的
確
保
と
そ
の
中
で
の
論
理
的

一
貫
性
の
確
保
、
こ
れ
ら
の
条
件
下

で
の
モ
ラ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
存
在
確
保
、
以
上
が
『
原
初
形
態
』

の
末
尾
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
悟
性
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
論
理
と
い
う
前

代
未
聞
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
真
相
で
は
な
い
か
？
逆
に
そ
れ
ほ

ど
宗
教
的
世
界
観
の
歴
史
の
重
み
と
強
靭
さ
は
尋
常
で
は
な
く
、
「
ニ

つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
の
渦
中
に
あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
像
が
浮
き
彫
り
に

な
る
。
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結
び

ー
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
の
行
方
i

社
会
実
在

論
論
争
の
意
味
し
た
も
の
ー

こ
れ
ま
で
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
像
は
分
裂
し
て
い
る
。
そ
の
道
徳
論

を
め
ぐ
っ
て
は
、
道
徳
的
保
守
主
義
（
石
川
、
一
九
九
六
ニ
―
五
五

＇
二
九
六
）
、
倫
理
的
相
対
主
義
（
コ
ー
ル
ハ
ー
グ
、
一
九
八
七
[

一
'―

二
三

）
、
社
会
主
義
志
向

(
F
i
l
l
o
u
x
.
1
9
7
7
:
 3
8
8
p
)
、
全

体

主

義

(
B
o
u
c
h
e
t
.
1
9
3
5
:
 52
'
5
7
)
、
集
合
的
沸
騰
論
（
大
野
、

二
0

oo: 一
三

＇
一
―
-
）
、
そ
の
他
、
秩
序
・
統
合
、
自
律
の
道
徳
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
個
人
主
義
、
共
同
体
主
義
、
人
格
崇
拝
論
、
社
会

実
在
論
等
々
多
く
の
レ
ソ
テ
ル
が
存
在
す
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
像

が
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
事
自
体
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。
ゆ
え
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
道
徳
研
究
歴
を
哲
学
史
に
位
置
づ
け

る
事
、
ラ
イ
シ
テ
と
い
う
文
脈
に
位
置
づ
け
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
分
裂
は
な
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
哲
学
史

・
倫
理

学
史
・
社
会
学
史
の
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
」
は
一
部
書
き
換
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
カ
テ
ゴ

リ
ー
論
の
提
示
自
体
が



理
論
史
上
革
命
的
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

ら
な
い
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
結
論
だ
か
ら
で
あ
る
。

ラ
イ
シ
テ
の
下
、
超
越
原
理
を
借
用
し
な
い
自
前
の
道
徳
を
社
会

ア
・
プ
リ
オ
リ
説
で
構
築
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
後
期
・
晩
期
、
ド

イ
ツ
で
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
が
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。
今
後
そ

の
現
象
学
の
枠
内
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
理
論

が
収
納
で
き
る
か
否
か
を
解
明
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
論
か
ら
の
解
読
作
業
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
現
状
に
対
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は

厳
し
い
診
断
を
下
し
て
い
る
。
「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」
の
中
で
は

「
今
日
伝
統
的
道
徳
は
動
揺
し
、
そ
の
代
役
と
な
る
他
の
い
か
な
る

も
の
も
形
作
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
て
の
義
務
は
支
配
力
を
失
い
、

我
々
は
新
し
い
義
務
が
い
か
な
る
も
の
か
未
だ
明
確
な
確
信
を
も
て

な
い
。
：
・
・
：
私
た
ち
は
―
つ
の
危
機
の
時
代
を
経
過
し
て
い
る
」
と

診
断
し
て
い
る

(
D
u
r
k
h
e
im

,1
9
0
6
:
 9
0
)
。
『
原
初
形
態
』
の
結
論

部
で
は
「
私
た
ち
の
父
祖
を
熱
狂
さ
せ
た
も
の
は
、
も
は
や
私
た
ち

の
熱
狂
を
喚
起
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
ま
だ
作

ら
れ
て
い
な
い
」

(
D
u
r
k
h
e
im

,1
9
1
2

:
 6
1
 0

11

一
九
九
五

（
下
）
[

三
四
二
）
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。

「
古
い
神
々
は
死
に
、
：
·
：

•
他
の
神
々
は
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

い
」
(
D
u
r
k
h
e
i
m
,
1
9
1
2

:
)
。
こ
れ
も
『
原
初
形
態
』
の
結
論
部
の

一
節
で
あ
る
。
比
喩
的
表
現
だ
ろ
う
が
、
こ
の
旬
は
何
を
意
味
し
て

い
た
の
か
？
来
た
る
べ
き
集
合
的
沸
騰
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
か
？

変
わ

市
民
宗
教
へ
の
拡
散
的
・
雲
散
霧
消
的
生
成
変
化
か
？
宗
教
的
世
界

観
と
い
う
と
い
う
同
質
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
内
で
の
聖
な
る
も
の
再
来

か
？
隠
れ
た
心
情
的
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
残
滓
が
一
人
称
的
な
語
り
に
転

化
し
つ
つ
あ

っ
た
の
か
？
単
純
に
ラ
イ
ソ
ク
な
道
徳
の
完
成
の
希
求

表
明
だ
っ
た
の
か
？
い
ず
れ
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

註
(l
)
ラ
イ
シ
テ
を
政
教
分
離
と
訳
す
る
事
を
問
題
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
ま

た
「
世
俗
」
と

い
う
訳
語
は
今
日
あ
ま
り
に
も
広
義
且
つ
雑
多
な
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
そ
の
ま
ま

「
ラ
イ
シ
テ
」

「
ラ
イ
ッ
ク
」

と
い
う
呼
称
を
使
っ
て
い
る
。

(
2
)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
哲
学
の
最
先
端
を
切
り
拓
く
領
域
横
断
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
、
し
か
も
社
会
学
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
道
徳
研
究
、
そ
し
て
タ
プ
ー

は
存
在
せ
ず
神
の
存
在
ま
で
切
り
込
む
研
究
姿
勢
は
、
当
時
の
巷
に
溢
れ

て
い
た
自
己
修
養
論
的
な
道
徳
論
と
は
全
く
違
っ
た
系
譜
を
作
っ
た
も
の

と
本
研
究
は
み
て
い
る
。
ま
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
各
国
の
新
し
い
学
問
の

情
報
を
入
手
し
て
「
書
評
」
と
い
う
形
で
取
捨
選
択
的
に
取
り
込
ん
で
い

く

『社
会
学
年
報
』
の
研
究
活
動
は
当
時
の
最
先
端
を
行
く
学
術
セ
ン
タ
ー

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
意
味
合
い
も
含
め
て
本
稿
は

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
理
論
研
究
を
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス

と
呼
ん
で
い
る
。

(
3
)
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

E
m
i
l
e
 B
r
e
h
i
e
r
.
 
1
9
6
4
 
(
e
d
'
1
9
9
4
)
 ,
 Histoire d
e
 la 
philosophie 
!ff 
,
 
P
U
F
,
 

p
p
8
8
9
'
8
9
1
,
 p
p
,9
1
4
'
9
2
6
,
 pp
9
3
8
'
9
5
8疇

p
p
,9
5
0
'
9
5
1
'

E
n
c
y
c
l
p
e
d
ie
 d
e
 la 
P
L
E
I
A
D
E
 ,
 19
7
3
-
Histoire d
e
 la phi/osophie 
11 
,
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G
a
l
h
m
a
r
d
.
 p.8
4
9
 

|
 
• 
1
9
7
 4,
 Histoire d
e
 la philosoph1e 
!!I 
,
 
G
a
l
h
m
a
r
d
.
 p.4
4
8
.
 

Ph1losophie F
r
a
n
c
e
 X
I
X
 s
ie
c
l
e
.
 1
9
9
4
.
 Li
b
r
a
ir
e
 G
e
n
e
r
a
l
e
 F
r
a
n
c
a
i
s
e
.
 

1
0
1
6
p
 

増
永
洋
三
、
一
九
八
四
、

「
フ
ラ
ン
ス
ス
ピ

リ
チ
ュ

ア
リ
ス
ム
の
哲
学
」
、

創
文
社
、
全
五

0
三
頁
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
は
「
唯
心
論
」
、
「
観
念
論
」「
新

カ
ン
ト
派
」
で
は
な
く
、
「
精
神
の
哲
学
」
あ
る
い
は
「
修
養
論
」
の
類

の
意
味
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
廣
松
渉
、
一
九
七
二
、

「世
界
の
共
同
主
観
的
存
在
構
造
j

、
勁
草
習
房
、

ニ
四
九
＇
二
七
九

。
廣
松
が
こ
の
著
告
で
特
種
的
綜
合
観
を
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
思
想
の
特
徴
を
指
す
用
語
と
し
て
使
用
。

(
5
)
現
物
そ
の
も
の
の
存
在

(p
r
e
s
e
n
t
)

に
対
し
て
、
各
自
が
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
現
物
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
現
物
の
存
在
の
仕
方
は

r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
と
な
る
。
例
を
と
れ
ば
山
自
体
の
存
在

(p
r
e
s
e
n
t
)

が

あ
り
、
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
山
を
眺
め
て
い
る
時
、
山
の
立
場
か
ら

し
た
ら
、
各
人
の
目
に
映
っ
て
い
る
自
分
の
姿
は
自
分
自
身
の
p
r
e
s
e
n
t

11

現
物
存
在
で
は
な
く
、

r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
io
n

の
レ
ベ
ル
で
の
存
在
と
な
る
。

つ
ま
り
r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
と
は
あ
く
ま
で
も
眺
め
ら
れ
て
い
る
側
の
立
場

か
ら
の
用
語
で
あ
る
。

(6)
ラ
ラ
ン
ド
の

「哲
学
語
棠
用
法

・
意
味
辞
典
j

を
み
る
限
り
、
当
時
の
思

想
界
で
は
ラ
イ
プ
ニ
ソ
ツ
の
「
単
子
論
j

よ
り
も

「人
間
悟
性
新
論
j

の

方
が
認
識
原
理
の
参
考
告
的
存
在
に
な
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
仏
語
で

執
節
さ
れ
た
こ
の
著
作
は
ロ
ソ
ク
の
経
験
論
を
批
判
し
た
も
の
で
、
理
性

論
と
の
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